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短報
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図1染色した第二前臼歯の薄片

（濃染色部をカウントした。数字は満年齢〉
富山県産のニホンツキノワグマの齢査定については、

富山県（1990）の報告や、大量出没した2004年の捕獲

調書の年齢（推定）の報告（富山クマ緊急調査グルー

プ他，2005）がある。筆者らは、南砺市で交通事故死

した二ホンツキノワグマの外部計測値や剖検結果等に

ついて報告した（南部他，2007)。今回、この個体を

用い齢査定を行ったので報告する。

(1990）によれば、富山県産の40個体（オス12個体、

メス23個体、不明5個体）で、オスの年齢幅は'～22才

で、，～1,才が,o個体を占め、メスの年齢幅は、2～'雲

歳で、2～,4才が21個体を占め、雌雄とも'5歳を超え

る個体は希である。今回の個体は成熟したメスの個体

である。調査個体と年齢

調査した個体は2006年9月2日、富山県南砺市田下

(旧上平村）の東海自動車道上り線で、乗用車と衝突

し死亡した、体重49kg、全長1290皿、のメスである

(南部他，2007)。

齢査定は、第二前臼歯を抜歯し、セメント層を観察

した。齢査定の手順については八谷他（1994）に従い、

若干の変更を加えた。概要を述べると、脱灰（2昼夜)、

中和（l昼夜)、水洗（一晩)、薄切、染色、検鏡の手

lll頁で行なった。薄切には凍結ミクロトームを用いて40

仏程度の薄片を作成し、カラッチヘマトキシリン液で

染色後、20～50倍の実体顕微鏡を用いて検鏡した。

今回の個体は満10歳であった（図1）。富山県
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